
第２４回Meeting on Glasses for Photonics は
平成２６年２月１４日（金）に東京工業大学蔵前
会館において開催された。開催日の前週は記録
的な大雪であり講演会のための出張と重ならな
かったことを幸いに思っていたが，開催日が近
づくにつれ再び冬型の気圧配置となり，当日も
記録的大雪に関する注意が呼びかけられてい
た。筆者が居住する仙台は，朝から小雪が舞う
天気であったが在来線・東北新幹線共に平常運
転であり，予定通りに会場に到着をした。
講演会は午後からの開催であったため幸いに

も講演者は欠ける事無く揃ったが，山陽新幹線
の大幅な遅延や夕刻からの間引き運転の予告に
より幾人かの聴講予定者が不参加となった。座
長予定者も欠席となったため，急遽会場にいる
人員で調整を行い進行することになった。ま
た，講演会開催に際しての主催者挨拶（幹事：
NTTフォトニクス 阿部様）の際に，大雪の
影響で公共交通機関の間引き運転が実施予定で
あるため，懇親会は中止するとのアナウンスが
あった。

今回の講演会は招待講演を含めた口頭発表が
８件であり，例年よりやや小さい規模であった
が，講演会の名前のとおり「Photonics」に主
眼を置いた素晴らしい講演ばかりだった。内容
としては，希土類賦活材料４件（残光・蛍光・
シンチレーション・光増幅），その他にインプ
リンティング・エレクトライド・光触媒・光
ビーム偏光器に関する発表が各１件であった。
先にも書いた様に，材料的な観点から見ると希
土類の利用が半数を占めていたが，作製手法の
観点から見るとガラスを材料（結晶化ガラス含
む）が半数を占めていた。簡単ではあるが，幾
つかの発表について以下に紹介させていただ
く。

残光・蛍光関連の発表として，京都大学の大
黒らによって「Ce３＋添加ガーネットセラミック
スの電子構造制御による超長残光特性の発現」
の発表があった。現在迄に報告されている長残
光蛍光体は，一般的に紫外励起による短波長の
光において蓄光効率が高い。太陽光や蛍光灯下
では問題無く残光を示していたが，近年普及し
ている白色 LEDは紫外線や紫光を含んでいな
いため，青色光による蓄光が可能な新たな蛍光
体が求められている。大黒らは強い青色領域に
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吸収と量子効率を示すCe３＋添加ガーネット酸
化物結晶を用い，組成探索によりCe３＋―Cr３＋共
添加を行い伝導帯，５d準位，電子トラップの
位置関係の調整を行い，青色光下において既存
の長残光蛍光体（SrAl２O４：Eu２＋―Dy３＋，根元特
殊化学）を超える長残光蛍光特性の発現につい
て報告した。
希土類酸化物を用いた光増幅としてNTTフ

ォトニクス研究所の小野らから「ダブルクラッ
ド・マルチコアEr/Yb 添加ファイバ（DCMC―
EYDF）の全コア一括励起増幅」の講演があっ
た。空間分割多重（SDM）は伝送容量を飛躍
的に増大できる技術として近年着目されてお
り，マルチコアファイバ（MCF）およびマル
チコアEr添加ファイバ増幅器（MC―EDFA）
を用いた長距離・大容量光伝送実験が行われて
いる。しかし，クラッド励起MC―EDFAでは
簡易な構成・低コスト・低消費電力が期待でき
る一方，Er添加コアと励起光パワー分布との
重なりが小さくなるため，励起効率が低下する
という課題があるとのことであった。今回の講
演では，Ybを共添加することで励起光吸収効
率を高めた５m長DCMC―EYDFを用いた１２
コア一括励起増幅を行った結果，C帯において
７．１―９．６dB/Wの大きな単位励起光パワーあた
りの利得係数が得られ，より簡易な構成で高効
率なマルチコア光増幅が実現できる可能性を報
告した。

放射線計測用蛍光体関連の発表では，九州工
業大学の藤本らによって「Ce３＋を発光中心とし
た熱蛍光及び輝尽蛍光材料の探索」として，ま
た，サスカチュワン大学の岡田らによって
「CaF２：Sm３＋ナノ結晶を含むオキシフルオロラ
イド結晶化ガラスを用いたマイクロビーム放射
線治療のX線計測プロトタイプ」として放射
線計測用の蛍光体材料の報告があった。
藤本らは，即発蛍光型のシンチレータや遅延

蛍光型ドシメータへの応用を目的に，従来の陰
イオン空孔に伴うFセンター中心やEu２＋では

なく，新たな発光中心の探索を行いCe添加
CaO―Al２O３―B２O３系ガラスからの熱蛍光（TL）
および輝尽蛍光（PSL）特性について報告した。
特に，TLは１―１０００mGy，PSL は３０―１０００mGy
という低線量領域において優れた線形応答性を
示す事を報告した。一方，岡田らは，癌治療を
目的としたアレイ状マイクロビーム放射線用の
検出器を研究ターゲットとしていた。検出器と
して高X線量の検出領域（１―１０００Gy）および
ミクロの空間分解能（ビーム幅２０―１００μm，ビー
ム間隔２００―４００μm）を持つことが要求されて
いるとのことである。CaF２：Sm３＋ナノ結晶を
含むオキシフルオロライド結晶化ガラスへのX
線照射による Smイオンの還元作用（Sm３＋→
Sm２＋）を利用し，その還元度合いを照射X線
量の指標としていた。本発表において，還元作
用は照射線量に対してほぼ線形的であり～１―
１００００Gyの幅広い領域での検出ができること
からマイクロビーム放射線治療で用いられる線
量領域をほぼカバーできるとのことであった。
また，空間分解能としては共焦点顕微鏡を用い
ることで５０μm幅のX線照射領域の判別を可
能にしていた。

北海道大学の三澤らは「電圧印可インプリン
トによるガラス表面への微細行構造形成」に関
する報告を行った。電圧印可インプリントの特
徴は，ガラス転移温度以下でも微細成形でき，
その後の化学エッチングによってモールドと接
触していた部分が選択的に除去され構造の高さ
を大幅に向上できる点にある。これらの現象に
は電圧印加時のアルカリの移動が関わっている
とされている。今回の発表では，インプリント
中の電圧－電流特性に着目し微細構造の形成過
程を追跡していた。電圧印加インプリントにお
ける電流プロファイルとホール深さの関係を検
討した結果，インプリント圧力の有無で電流挙
動に大きな変化が見られるものの，最終的に形
成されるホール深さは圧力によらず電気量のみ
に依存すると報告していた。また，電圧印可イ
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ンプリントでは熱インプリントとは異なり，必
ずしも加圧が必要でない事を示した。

本講演会の最後に，NTTフォトニクス研究
所の今井欽之によって「KTa１―xNbxO３を用いた
光ビーム偏光器・可変焦点レンズ」として
KTa１―xNbxO３結晶の２次の電気光学効果を利用
した外部電界制御による光偏光や可変焦点レン
ズを用いた素子作製について招待講演があっ
た。KTa１―xNbxO３結晶は屈折率が電界の１乗で
はなく，２乗に比例する二次の効果，すなわち
Kerr 効果を発現し，その効果が非常に大きい
ことが特徴である。NTTではこのKTa１―xNbxO３
単結晶の高品質大型育成に成功し，デバイス化
を進めて来た。講演ではKTa１―xNbxO３偏光素子
を用いた光干渉断層撮影技術（Optical coher-
ence tomography，OCT）への応用に関する
紹介があった。OCTは，層状物体の断面を，
光の干渉を用いて非破壊で観測する技術で，眼

科を中心とする医療分野で普及が急速に進んで
いるとのことである。NTTではKTa１―xNbxO３
偏光素子をベースとし，OCT用高速波長掃引
光源の開発も進めており，掃引周波数２００kHz
で高速動作にて，人の表皮内の構造が十分に読
み取れるOCT画像観測ができているとのこと
であった。

雪は講演会の中盤から本格的に降り始め，終
了時の大岡山駅前は５cmを超える積雪となっ
ていた。今回は大雪の影響により会場に到着で
きなかった参加者や，自身に関連する講演が終
わり次第帰路に着く参加者が多く居たため人数
的には若干寂しい講演会となったが，紹介した
他にも非常に興味深い発表があり，活発な討論
が行われた。
最後ではあるが，今回の討論会をお世話して

頂いたNTTフォトニクス研究所の阿部淳様に
はこの場を借りて深く御礼申し上げたい。
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